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　戦間期を中心にフランスで建設されたアール・デコの建築を「パリ」
「大西洋側の都市」「地中海側の都市」「戦災都市他、教会堂、記念建
造物」という、国内の地域別、一部をビルディング・タイプ別に整理
し直し、アール・デコのパリにおける萌芽と興隆、および地方都市へ
の波及と受容の過程を明らかにする。
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　 第三章　マルセイユ
　　  1　総合美術を目指して
　　  2　オペラ座
　　  3　裁判所別館
　　  4　建築家と彫刻家の連帯

第四部　アール・デコの広がり
　第一章　戦災復興と都市開発
　　  1　都市と鉄道の復興
　　  2　ランスにおける公共施設の再生と郊外地の開発
　　  3　フランス北部の都市復興
　　  4　1925 年グルノーブル水力発電・観光国際博覧会
　 第二章　教会堂
　　  1　揺らぐバリシカ式
　　  2　ジャック・ドロー
　　  3　ポール・トゥルノンとカルロ・サラベゾール
　　  4　新たな教会堂の広がり
　 第三章　記念建造物
　　  1　植民地博物館
　　  2　パレ・ド・トウキョウ
　　  3　「カモフラージュ」の謎
　　  4　古典主義への傾倒
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【著者略歴】

今日も世界各地で愛好の止まないアール・デコ、その由縁をフランスに探る

　序
第一部　パリ  
　第一章　萌芽と発展
　　 １　最初の兆候 
　　 ２　前衛的な映画館と劇場
　　 ３　映画館と劇場の二面性
　　 ４　新たな輸送機械の影響
　第二章　都市建築のアール・デコ 
　　  1　店舗・レストラン・カフェ
　　 ２   事務所 
　　 ３   百貨店 
　　 ４   居住施設
　第三章　進化と展開
　　 1　ミシェル・ルー＝スピッツ
　　 ２　ピエール・パトゥ
　　 ３　ロベール・マレ＝ステヴァンス
　　 ４　エンヌケ兄弟とジャン・ギンズブルグ 

第二部　大西洋岸の都市
　 第一章　ピアリッツ、ボー、ダクス
          １　カジノとアール・デコ 
　　 ２　ピアリッツ 
　　 ３　ポー 
　　 ４　ダクス
　第二章　バスク
　　 １　アンリ・ゴドバルジュ
　　 ２　ジョセフ・イリアール
　　 ３　カジノ「ラ・ぺルゴラ」
　　 ４　ロベール・マレ＝ステヴァンスの起用
　第三章　ノルマンディー 
　 　１　沿岸辺地への波及
　　  2　 ドーヴィル 
　　  3　 カジノとホテル
　　  4　 ルーアン 

第三部　地中海岸の都市
　第一章　地中海宮
　　 １　誕生の背景
　　 ２　設計競技の条件
　　 ３　ダルマス父子案
　　 ４　「芸術」「奢侈」「快楽」の「寺院」
　 第二章　コート・ダジュール
　　  1　ジュアン＝レ＝パン
　　 ２　ニースの集合住宅　
　　  3　ヴァール県
　　 ４　海岸都市への波及

アール・デコ博建築造形論　　
1925 年パリ現代装飾美術・工芸美術国際博覧会（アール・デコ博）は、アール・デコ様式の主要な一源泉と解釈される近代建築史上最も
重要な博覧会の一つである。このアール・デコ博の会場計画に焦点を当て、主会場となったエスプラナード・デ・ザンヴァリッドにフランスの
展示館が集約されるに至った計画過程と、計画段階において生じた各展示館の建築設計を規定し得る諸条件を日本の出品事情を含めて詳述した。
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